
(別添２－１） 

 

学学学学    則則則則    

①商号又は名称 株式会社 貴陽 

②研修事業の名称 株式会社 貴陽 岡本介護センター介護職員初任者研修課程 

③研修の種類 介護保険法施行令に基づく介護員養成研修 

④研修課程及び 

学習形式 

介護職員初任者研修課程 

・通学形式 

・通信形式（通信学習実施計画書（別添２－１０）を参照。） 

⑤事業者指定番号 ８６号 

⑥開講の目的 平成 12年度の介護保険制度施行時よりその中心となる活動を求めら

れる訪問介護事業は、地域にうまれ、地域に暮らす全ての人の日常

を専門的な知識・技術をもってより身近に感じ、取り巻く社会資源

を推進するなど今後より質の高い温かいサービスが必要となってい

る。平成 25 年度より初任者研修へ移行により、訪問介護員の知識や

質の向上を目指し問題意識を持ち様々な要望や願いを受け、又広く

地域に貢献でき、自信と誇りを持って安心して活動ができるような

優れた人材を養成し、地域に送り出すことを目的としている。 

⑦講義・演習室 

（住所も記載） 

〔講義・演習室共に同じ〕 

岸和田市春木若松町４－８ 

岡本介護センター 春木 

⑧実習施設 １ 実施しない 

２ 実施する （実習施設一覧表（別添２－７）を参照。） 

⑨講師の氏名及び 

 担当科目 

講師一覧表（別添２－３）を参照。 

⑩使用テキスト 一般財団法人 長寿社会開発センター 

介護職員 初任者研修テキスト 

⑪シラバス シラバス（別添２－２）を参照。 

⑫受講資格 当講座の目的と同じ思いを持ち、福祉活動に参加することを希望す

る義務教育を修了した者。学歴・性別等は不問。 

⑬広告の方法 広報・広告・ホームページ 

⑭情報開示の方法 下記ホームページにおいて情報開示する。 

ホームページアドレス：http://kaigocenter.jp 

⑮受講手続き及び

本人確認の方法

（応募者多数の

場合の対応方法

を含む） 

・ 受講手続きは資料請求、受講申込(本人確認含む)の順で進める。 

希望者は、電話・ＦＡＸ・ホームページ・来社のいずれかで資料請

求を行い、この請求に応じて希望者には、学則・直近のカリキュラ

ム・申込書・同意書・講座案内を送付する。受講申込みは受講申込

書、同意書に必要事項を記入の上、電話・ＦＡＸ・来社・郵送にて 

申し込むこと。同時に受講料も入金する。 



 受講料入金確認と受講申込書、同意書が届き次第、受付完了の連絡

を行いまた、以下の書類のいずれかで本人確認を行う。 

(1) 戸籍謄本、戸籍抄本若しくは住民票 

(2) 住民基本台帳カード 

(3) 在留カード等 (4)健康保険証 (5)運転免許証 

(6)パスポート (7)年金手帳 

(8)運転免許証以外の国家資格を有する者についてはその免許証また

は登録証 

・応募多数の場合 

応募者多数の場合は、受講料の入金確認順とし外れた者は次回開講

講座を優先的に受講できるものとする。 

⑯受講料及び受講

料支払方法 

６８，７１５円（テキスト代、消費税含む） 

《直接窓口に持参するか、金融機関より振込む》 

口座名義人：株式会社 貴陽 代表取締役 川本 修次 

振 込 先：いずみの農業協同組合 山直下支店 

金融機関番号・店舗番号：7092-011 

口座番号 ：普通口座 ６６１５８５６ 

《ローンについて》 

当講座指定の学費ローンを所定審査のうえ、利用することができま

す。 

⑰解約条件及び返

金の有無 

受講生からの解約 

電話・ＦＡＸ等での連絡を必須とする。 

開講日の７日前までの解約は、振込手数料を受講者負担とし、手数

料を差し引いた金額を返金する。若しくは、現金で返金する。 

開講日の６日前～当日の解約は、振込手数料を受講生負担とし、解

約事務手数料５，４００円と振込手数料を差し引いた金額を返金す

る。若しくは、現金で返金する。 

一度でも受講した場合、解約はしない。 

弊社からの解約 

受講人数が５名に満たなかった場合、振込手数料を弊社負担とし、

振込された全額を返金する。ただし、次回講座を受講する場合は、

その受講料を充当することも認める。 

退校処分の場合、返金なし。 

⑱受講者の個人情

報の取扱 

個人情報保護規程策定の有無（有・無） 

別紙（お預かりする個人情報の取扱いについて）にて説明を行う。 

なお、修了者は大阪府の管理する修了者名簿に記載される。 



⑲研修修了の認定

方法 

認定方法：修了を認定した者には修了証明書を交付する。 

研修の修了年限：８ヶ月 

修了評価方法：（別添２－９）を参照。 

合否判定基準 

６０点以上が合格 

不合格になった時の取扱い 

結果発表後、直ちに１時間の補習のうえ再試験・評価を行う。 

なお、再評価に係る合格基準は６０点以上とする。 

補習料：１時間あたり３，２４０円 再試験・評価料３，２４０円 

再試験を最大２回まで実施する。なお、再試験の結果、不合格であ

った者には修了評価者が直ちに個別で指導を行い修了出来るよう指

導を行う。 

したがって、最終の再評価の試験に不合格となった場合、未修了扱

いとなるため、注意すること。 

○20 補講の方法及び

取扱 

補講の方法：原則として、振替補講ないし個別対応で実施する。 

      なお、実習を組み入れた｢(1)職務の理解｣の｢(2)介護職の 

      仕事内容や働く現場の理解｣、｢(10)振り返り｣の｢①振り 

      返り｣のほか、｢(2)介護における尊厳の保持・自立支援 

      の｢③人権啓発に係る基礎知識｣の３項目は、レポート 

      による補講は認めず、振替補講の受講を必須とする。 

補講に要する費用：５，４００円 

 

添削課題の合格基準及び不合格時の対応方法 

期限までに提出した者で、６０点以上を合格とし６０点未満の者に

ついては、レポートの再提出とし再度評価する。再提出後６０点未

満であった場合は修了とならない。また、提出期限を過ぎたものに

ついては再提出扱いとする。 

再レポート課題に要する費用：５，４００円 

○21科目免除の取扱 特別養護老人ホーム等の介護職員として、１年以上の介護等の実務

経験を有する者が受講する場合には、証明が可能な受講者の希望に

より｢(1)職務の理解｣の科目を免除することができる。 

１年以上介護等の実務経験を有する者とは、業務従事期間が３６５

日以上であり、かつ、１８０日以上介護等の業務に従事した者。 

ただし、受講料の減免はしない。 

○22 受講中の事故等

についての対応 

損害賠償保険に加入し、受講中に受講生が利用者や実習施設に損害

を与え、事業者が法律上の賠償責任を負った際に代表者が直ちに賠

償手続きを行う。 

○23研修責任者名、所

属名及び役職 

氏名：川本 修次 

所属名：福祉部 

役職：代表取締役 



○24 課程編成責任者

名、所属名及び役

職 

氏名：山内 梢 

所属名：養成研修事業班 

役職：担当 

○25 苦情等相談担当

者名、所属名、役

職及び連絡先 

氏名：川本 修次 

所属名：福祉部 

役職：代表取締役 

連絡先：０７２－４４３－６１１８ 

○26 研修事務担当者

名、所属名及び連

絡先 

氏名：山内 梢 

所属名：養成研修事業班 

連絡先：０７２－４４３－６１１８ 

○27 情報開示責任者

名、所属名、役職

及び連絡先 

氏名：川本 修次 

所属名：福祉部 

役職：代表取締役 

連絡先：０７２－４４３－６１１８ 

○28 修了証明書を亡

失・き損した場合の

取扱い 

「養成研修修了証明書等の亡失・き損時の取り扱いに関する要領」

に基づき証明書を交付する。 

・証明書交付に係る費用：３，２４０円 

○29 その他必要な事

項 

遅滞時の取扱い：全受講課程、授業開始から１５分以上の遅刻は欠 

        席となり、当事業所が設定する日程において補習 

        を受けなければならない。ただし、各種公共交通 

        機関発行の遅滞証明書等がある場合は除きます。 

        全受講課程が規定の終了時間まで受講せず早退し 

        た場合は、当事業所が設定する日程において補習 

        を受けなければならない。 

退校処分の取扱い：公序良俗に反する言動、授業妨害など、当授業 

         の学習環境に悪影響を与える言動が顕著で、改 

         善の見込みがないと判断される場合。 

 

 

※1 大阪府からのお知らせ 大阪府介護職員初任者研修事業実施要領第２の２（１）より抜粋 

 

【内容及び手続きの説明及び同意】 

事業者は、受講の受付に際し、受講希望者に対し受講するため

に必要な費用等を明記した学則の内容及び研修を受講する上での

重要な事項等を記載した書面等を配布するとともに、その説明を

行い、かつ、あらかじめ受講希望者の同意を得なければならない。 

    

※2 研修事業者の指定担当 大阪府 福祉部 地域福祉推進室  

地域福祉課 事業者育成グループ 



電話：06-6944-9165 

ホームページ：http://www.pref.osaka.jp/chiikifukushi/ 

 


